
学校番号 3007 

令和２年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅰ 単位数 4 単位 年次 1 年次 

使用教科書 改訂 新 数学Ⅰ （東京書籍） 

副教材 ニューファースト 改訂 数学Ⅰ（東京書籍） 、 問題集エディーノート改訂版数学Ⅰ+A 

 

１．担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、既習である内容と新しく習う内容を織り交ぜながら行うので、復習は必ず行うようにしま

しょう。 

・授業には教科書・授業用ノートを用意して参加しましょう。 

・授業中に配布するプリント類の保管をきっちりして、考査前の自宅学習に役立てましょう。 

・課題の提出は、期日を意識し、自分で計画を立てて取り組みましょう。 

 

２．学習の到達目標 

数と式、2 次関数、三角比、集合と論証、データの分析について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の

習熟を図る。そして事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認識できるようにするとともに、

それらを活用する態度を育てる。 

 

３．学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a. 関心・意欲・態度 b. 数学的な見方や考え方 c. 数学的な技能 d. 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

数学的活動を通して、

数学の論理や体系に関

心を持つとともに、数

学のよさを認識し、そ

れらを事象の考察に積

極的に活用し判断しよ

うとする。 

事象を数学的に考察・表現

し思考の過程を振り返り、

多面的・発展的に考え、数

学的な見方や考え方を見に

付けている。 

事象を数学的に

表現・処理する仕

方や推論の方法

などの技能を身

に付けている。 

数学における基本的な

概念、原理・法則、用

語・記号などを体系的

に理解し、基本的な知

識を身に付けている。 

評
価
方
法 

学習活動への取り組み 

 

発問評価 

課題提出 

定期考査 

課題提出 

定期考査 

 

 

提出ノートの内容 

 

解答欄の途中式 

 

解答欄の途中式 

 

上に示す観点に基いて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5 段階の評価にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４．学習の活動 

学
期 

単
元 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
評価方

法 a. b. c. d. 

１
学
期 

数
と
式
、
実
数 

         

1.中学校までの復習 

2.文字を使った式 

3.整式 

4.整式の加法・減法 

5.整式の乗法 

6.乗法公式 

7.因数分解 

8. 根号を含む式の計算 

9. 数の分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:文字式のきまりにしたがって文字

式を表そうとする。式の展開や因

数分解に関心をもち、目的に応じ

て式を変形しようとする。√を含

む式の計算に関心をもち、いろい

ろな計算に積極的に取り組もう

とする。 

b:特定の文字に着目したり、式を１

つの文字で置き換え、いろいろな

式の見方をすることができる。分

母を有理化する意義がわかる。式

の展開と因数分解の相互の関係が

わかる。 

c:文字式のきまりに従って、文字式

で表すことができる。乗法公式や

因数分解の公式などを目的に応じ

て処理することができる。√を含

む式の四則計算ができる。分母の

有理化ができる。いろいろな数を、

自然数、整数、有理数、無理数で

分類することができる。 

d:文字式のきまりがわかり、利用で

きる。いろいろな公式などを利用

して、複雑な式を簡単な式に整理

できることを理解している。数を

実数まで拡張することの意義を理

解している。 

授業態

度、発

問評

価、課

題提

出、定

期考査 



方
程
式
と
不
等
式 

1.１次方程式 

2.不等式 

3.不等式の性質 

4.不等式の解き方 

5.不等式の利用 

6.2 次方程式とその解き方 

7.連立不等式 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

a:数量関係を不等式で表すことのよ

さが分かり、意欲的に考えようと

する。具体的な事象の考察に１次

不等式を活用しようとする。 

b:不等号の性質を等号の性質と対比

してとらえ、１次不等式の解き方

を考察することができる。 

c: 数量関係を１次不等式で表すこ

とができる。不等式の性質を基に

して、１次不等式を解き、解を数

直線上に図示できる。  

d:１次不等式とその解の意味を理解

し、解を求めるための基本的な知

識を身に付けている。不等式の性

質を理解している。 

授業態

度、発

問評

価、課

題提

出、定

期考査 

２
学
期 

２
次
関
数
と
そ
の
グ
ラ
フ 

         

1.関数 

2.2 次関数とそのグラフ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 具体的な事象の中にある 2 つの

数量の関係に関心をもち、グラフ

を用いて視覚的にとらえようと

する。2 次関数とそのグラフにつ

いて関心をもち、頂点や軸、グラ

フを描こうとする。 

b: 2 つの数量関係を表や式、グラフ

などを用いて考察することがで

きる。2 次関数の基本形 y=ax^2

を基に、そのグラフを平行移動し

て考察することができる。 

c: 2 次関数の式 y=ax^2、y=ax^2+q、

y=a(x-p)^2、y=a(x-p)^2+q から、

そのグラフをかくことができる。

2 次関数の式 y=ax^2+bx+c を

y=a(x-p)^2+q の形に変形（平方完

成）し、そのグラフをかくことが

できる。 

d:2 次関数のグラフは y=ax^2 のグ

ラフを平行移動したものである

ことがわかる。2 次関数について

理解し、基本的な知識を身に付け

ている。 

授業態

度、発

問評

価、課

題提

出、定

期考査 



２
次
関
数
の
値
の
変
化 

1.2 次関数の最大値・最小値 

2. 2 次関数のグラフと 2 次

方程式 

3. 2 次関数のグラフと 2 次

不等式 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 2 次不等式の解に関心をもち、2

次関数のグラフを利用して 2次不

等式の解を求めようとする。 

b: 2 次関数の値の変化の様子につい

て、2 次関数のグラフを用いて考

察することができる。2 次方程式

や 2 次不等式の解を、2 次関数の

グラフを用いて考察することが

できる。 

c: 2 次関数のグラフや式を用いて、2

次関数の最大値・最小値を求める

ことができる。2 次関数のグラフ

と x 軸との共有点の x 座標を求め

ることができる。2 次関数のグラ

フを利用して、2 次不等式の解を

求めることができる。 

d: 2 次関数の最大値・最小値とその

求め方を理解している。2 次方程

式や 2 次不等式の解の意味を，2

次関数のグラフとの関係から理

解している。 

授業態

度、発

問評

価、課

題提

出、定

期考査 

２
学
期 

三
角
比 

1.三角形 

2. 三角比(sin、cos、tan) 

3.三角比の利用 

4.三角比の相互関係 

5.三角比の拡張 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:相似な三角形や三平方の定理につ

いて、意欲的に問題の解決に取り

組もうとする。三角比に関心をも

ち、直角三角形の計量に用いよう

とする。 

b: 図形の相似の考えを用いて、直角

三角形の辺の比を角との関係で

とらえることができる。三角比の

相互関係について考察すること

ができる。 

c: 三角比を利用して、角度から高さ

を求めたり標高差・水平距離を求

めることができる。三角比の相互

関係を用い、1 つの三角比の値か

ら残りの三角比の値を求めるこ

とができる。 

d:三角比の相互関係について理解

し、基本的な知識を身に付けてい

る。 

授業態

度、発

問評

価、課

題提

出、定

期考査 



三
角
比
の
応
用 

1.三角形の面積 

2.正弦定理 

3.余弦定理 

4.三角比と座標 

5.三角比の相互関係 

6.鈍角の三角比と計量 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

a: 三角形の面積や正弦定理、余弦定

理に関心をもち、考察しようとす

る。図形の計量に正弦定理や余弦

定理が有用である事に気付き、活

用しようとする。 

b:空間図形の計量に正弦定理や余弦

定理が有用であることがわかる。

正弦定理や余弦定理を導く過程

を考察することができる。 

c: 三角比を用いて三角形の面積を

求めることができる。正弦定理や

余弦定理を利用して、三角形の辺

の長さや角の大きさを求めるこ

とができる。 

d: 三角比の拡張が理解でき、鈍角ま

で拡張した三角比の問題が解決

できる。また、三角比を用いて、

三角形の面積や正弦定理、余弦定

理を導くことができる。正弦定

理・余弦定理を三角形の決定条件

と関連付けて理解している。 

授業態

度、発

問評

価、課

題提

出、定

期考査 



３
学
期 

集
合
・
命
題
と
証
明 

1.集合と要素 

2.命題 

3.命題と証明 

4.背理法を用いた証明 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

a:集合と要素の個数について、その

意味に関心をもって理解しよう

とする。具体的な事象を、集合で

表すことのよさについて理解し

ようとする。命題に関心をもち、

集合の包含関係と関連付けて調

べようとする。 

b: 具体的な事象を、集合を用いて考

えることができる。全体集合と補

集合、部分集合の関係がわかり、

具体的な事象を考える場合にそ

れらの見方や考え方が活用でき

る。命題の真偽と集合の包含関係

を関連付けて考察することがで

きる。必要条件や十分条件、必要

十分条件について論理的に考え

ることができる。 

c: 集合と要素の関係や 2 つの集合

の関係を図や式で表すことがで

きる。全体集合、補集合および部

分集合を図や式で表すことがで

きる。2 つの集合の共通部分や和

集合の要素を求めることができ

る。集合の包含関係や数直線など

を用いて、命題が正しいかどうか

を判断することができる。ある命

題の逆・対偶をつくり、その真偽

を判定することができる。 

d: 全体集合、補集合、および部分集

合について理解している。共通部

分と和集合について理解してい

る。必要条件や十分条件、必要十

分条件の意味がわかり、適切に使

うことができる。 

授業態

度、発

問評

価、課

題提

出、定

期考査 



デ
ー
タ
の
分
析 

1.データと度数分布表 

2.代表値 

3.四分位数と箱ひげ図 

4.分散と標準偏差 

5.相関関係 

6.相関係数 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

a: 身の回りのデータや社会調査の

データに関心をもち、データの代

表値や散布度などを積極的に調

べようとする。 

b: さまざまな統計グラフを読み取

り、グラフからわかることを説明

できる。代表値や散布度、相関係

数からわかることを説明できる。 

c: データを統計グラフにまとめる

ことができる。データの代表値、

散布度、相関係数を求めることが

できる。 

d:統計グラフの特徴を理解してい

る。平均値、中央値、最頻値のそ

れぞれの特徴を理解している。四

分位範囲・四分位偏差、分散・標

準偏差のそれぞれの特徴を理解

している。相関係数の意味を理解

している。 

授業態

度、発

問評

価、課

題提

出、定

期考査 

 

※ 表中の観点について ａ:関心・意欲・態度   ｂ:数学的な見方や考え方 

             ｃ:数学的な技能     ｄ:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（教材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 


